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1. 情報リテラシー教育とは何か 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 大学図書館の果たすべき役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「情報リテラシー教育」とは 

●「情報リテラシー」とは 

情報リテラシー教育の全体 

コンピュータやネットワークの基礎的な理
解から，コンピュータやソフトウェアの操
作，データ作成・整理，インターネットでの
情報検索能力，プログラミング能力などを含
む。これは「コンピュータ・リテラシー」と
呼ばれることもある。 

狭義には「コンピュータが操作できること」 

情報手段の特性の理解と目的に応じた適切
な選択，情報の収集・判断・評価・発信の
能力，情報および情報手段・情報技術の役
割や影響に対する理解など，“情報の取り扱
い”に関する広範囲な知識と能力のことを
いう。 

広義には「情報を活用する創造的能力のこと」 

「情報及び情報手段を主体的に選択して活用していくための個人の基礎的な資質」 

臨時教育審議会第 2次答申（1986年） 

「@IT情報マネジメント用語事典」による 

広義の情報リテラシー 

情報全般を扱うには範囲が広す
ぎ，大学図書館員の守備領域を超
える場面がある。 

高校・大学では，教員による「情報
教育」を行っており，差別化を図る
必要がある。 

「図書館サービスに関係する情報」の取り扱いを中心とした，情報リテラシー
教育を第一に考える必要がある。 

よって大学図書館では 

具体的には 

情報を収集する 情報を整理する 情報を発信する 

オンライン目録検索 

データベース検索 

電子ジャーナル利用 

ワープロソフト 

表計算ソフト 

データベースソフト 

論文作法 

プレゼン技法 

ウェブ技術 



3. 大学図書館での取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※取り組み状況 → 橋洋平，アンケート調査「大学・高等専門学校における情報リテラシー教育」，

http://www.geocities.co.jp/CollegeLife-Club/4479/#report 

 

4. 東北大学での取り組み 

(1) 情報探索術とレポート作成術を柱とした独立科目の開講（平成16年度後期から） 

 

 

 

自習型 

教員と連携 

オリエンテーション 

講習会・説明会 

教材提供 

各科目の中での実習 

独立科目 

図書館単独 

授業型 

自習システム 

学術研究活動・学術情報流通における 
大学図書館の役割に関する理解 

情報探索の基礎的技能の理解 

オンライン目録の知識と技能の習得 

2次情報データベースの知識と技能の習得 

電子ジャーナルとオンライン新聞の理解 

レポート作成方法の理解 

文章作成技術の理解 

レポート内容の相互チェック 

各種参考資料の使い方の知識と技能の習得 

レポート作成 

情
報
探
索
技
能
の
活
用 

課題設定 

●情報探索術 

●レポート作成術 

講
義
順  

↓ 

レポート提出 

情報探索マニュア
ルの実地での活用 

教育の現場での 
経験の蓄積 

実習 

実習 

実習 

実習 

講習会の経験を 
生かした実習支援 

近年期待される 
取り組み 

「図書館を活用した情報探索・レポート作成術」の授業構成 



(2) 情報リテラシー教育が図書館員を育てる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 図書館員のスキルアップが教育支援の第一歩！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆推薦図書 

(1) 日本図書館協会図書館利用教育委員会，『図書館利用教育ハンドブック．大学図書館版』，日本図

書館協会，2003 

(2) 井上真琴，『図書館に訊け！』，筑摩書房，2004 

(3) 久恒啓一，『図で考える人は仕事ができる』，日本経済新聞社，2002 

職員育成のための企画 

 執筆を通じて 
『東北大学生のための情報探索の基礎知識』 

職員向け講習会の実施 

独立科目の開講 

図
書
館
員
の
人
材
育
成 

在
学
生
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上 

教員の評価 
により実現 

教え・教えられることで 

独立科目の拡大 

授業に参画することで 

講義のできる人材 

全学で利用できる講習会テキストの作成 

図書館職員の教員化 

情報探索に関する講習 展示企画のOJT* 資料に関する講習 

  図書館員の スキルアップ     

学習支援能力 企画・展示能力 レファレンス能力 

      充実する 図書館サービス 

情報リテラシー教育 レファレンスサービス 各種展示会 

教育支援効果 ＝ 向上する学生の能力 

図書館活用力 資料への興味・関心 調査・研究力 

 結果として期待できるのが 

* OJT : On the job training 


